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 要  旨 
 
近年，新たな無線ネットワークの形態として，アドホックネットワークが活発に検討されている．
ここでは，無線インタフェースを持つノードが，端末としてだけでなくルータとしても動作し，IPル
ーチングによるマルチホップネットワークを自律的に構築する．IETF MANET (Mobile Ad-hoc 
Networks) Working Groupで検討されたOLSR (Optimized Link State Routing)は，プロアクティ
ブ型のルーチングプロトコルの代表例である． 
OLSRはHello messageの定期的な交換により隣接ノードとの隣接関係を確立し，MPR (Multi 
Point Relay)の選定を行い，さらにMPRの間でTC (Topology Control) messageを用いてリンク情
報を交換することにより，全ノードが経路情報を入手する．しかしこのような手順を用いているた
め，ノードが高速に移動する場合などネットワークのトポロジが頻繁に変化する状況下では，移
動したノード及びその周辺のノードにおいて迅速なリンク変化の検出及びトポロジ情報の入手が
できない． 
これに対し本論文では，OLSRに対して，端末が高速に移動する場合の性能を改善する手法
を提案する．具体的には，移動方向の前方では，これまでに隣接関係を確立していないノード
からのHelloに対して，すぐにHelloを返信することにより早期に隣接関係を確立する．これまでに
ネットワークに存在しないノードと隣接関係を確立した場合，そのノードに対してMPRがトポロジ
情報をユニキャストで注入することにより経路を確立させる．また，移動方向の後方のノードに対
しては，移動の強度に従い，隣接関係の有効時間をフィードバック制御することで移動に伴い使
えなくなったリンクを早期に発見するという方法を提案する． 
本論文では，これらの方法に対するシミュレーションによる評価を行った結果も示し，その有
効性を明らかにする． 
 
 
